
 
 

 

 

 

 

 

「令和５年度（２０２３年度）スタート」 

校長 野口 芳一 

先月３月１７日、第 7５回卒業式を無事に挙行することができました。１３８名の卒業生たちが、それぞれの

道へ巣立っていきました。卒業証書授与の際、マスクを外し卒業生ひとり一人の顔を見ることができました。目

を見て相向かい合い、微笑む姿を見ることができて本当にうれしく思いました。また、卒業生の歌では、小学校

卒業時に歌えなかった「旅立ちの日に」と本校でここ数年歌っている「友～旅立ちの時～」を合唱しました。涙

を流しながら歌う卒業生もおり、一生懸命に最後の合唱をする姿に感動しました。校歌斉唱では、参列していた

だいた学校関係者の方々から、「今までで一番大きな声で、とても良かった」とお褒めの言葉を頂きました。やは

りマスクを外し、表情豊かに歌うって違うものなのだと感じました。 

 ４月７日入学式。１４０名の新入生を迎え、令和５年度の目黒区立第十中学校がスタートしました。元気あふ

れる頼もしい新入生たちです。新たな十中を築き上げてくれることを期待しています。 

 さて、本校は令和５年度、目黒区業務改善推進モデル校に指定されました。昨今言われている、教員の働き方

改革に伴う取り組みをおこなっていきます。保護者の皆様のご理解とご協力をお願い致します。3 月の保護者会

全体会でもお話しさせていただきましたが、これから取り組んでいくことを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度最初の号ということもあり、本校の「教育目標」を紹介します。それぞれの言葉の意味を載せましたの

で、自分にあてはめ、考えてみてください。そしてこれからの学校生活に活かしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 十中だより 

【教育目標】自ら課題を追求し､主体的に生きる人間性豊かな生徒を育むために 

自ら鍛える生徒、求めて学ぶ生徒、互いに認め合う生徒の育成を図る 
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令和５年 4月７日発行 

第１号 

目黒区立第十中学校 

校長 野 口 芳 一 
 

＜令和５年度 目黒区業務改善推進モデル校 第十中学校＞ 

・デジタルドリルの活用 

 →5教科においてデジタルドリルを活用し、紙媒体でのやりとりや提出の効率化を図ります。 

・通知表所見欄の見直し 

 →通知表所見を年一回（後期通知表のみ）とします。三者面談は通常通りおこないます。 

・下校時刻の見直し 

 →年間を通して、最終下校時刻を１８：００とします。規定内活動時間の確保、安全面を考慮します。 

・便り等のペーパーレス化 

 →学校だより、学年だより、学級だより等やその他の通知をできる限り、Ｈ＆Ｓで配信します。 

〇今後、自動採点システムの導入、留守番電話対応時間の見直し等を予定しています。決まり次第、報告

します。 

＜目黒区立第十中学校 教育目標＞ 

〇自ら鍛える生徒   〇求めて学ぶ生徒  〇互いに認め合う生徒 

〇自ら鍛える生徒 

 自 ら＝「身つから」の音変化。自分。自分自身。人の力に頼らないで自分の力で行う様。

 鍛える＝もともとは、鉄など金属を熱し、打って強くする。練習・修練を繰り返し、技術や身体・

精神をしっかりしたものにする。 

〇求めて学ぶ生徒 

 求める＝欲しいと望む。ほしがる。得ようとして探す。 

 学 ぶ＝勉強する。学問をする。教えを受けたり見習ったりして、知識や技芸を身につける。習得

する。経験をすることによって知る。まねをする。 

〇互いに認め合う生徒 

 互 い＝双方。さらに広く一団のものの、それぞれ。 

 認める＝目にとめる。存在を知覚する。気づく。見て、また考えて確かにそうだと判断する。正し

いとして、またかまわないとして受け入れる。能力があると判断する。気をつけてみる。 

 


